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198 神宮 ─ 放射線治療における機能画像の応用
くなります．そのため，そのような領域へは線量増加
が必要と考えられ，この手法により治療成績の改善が
望めると考えています．
　このように，ここ 10年で放射線治療技術の格段の
進歩により，治療成績の改善や放射線障害の低減が行
われていますが，それを扱う放射線腫瘍医の不足が国
家的な問題となっています．東北大学では全国に比べ
ると，比較的大所帯の医局ではありますが，南東北一
帯の地域医療も担っており，まだまだ圧倒的に人数が
不足しています．放射線腫瘍医の教育，更には放射線
腫瘍医をサポートすべき医学物理士という職業の認識
度の低さ，活躍の場の少なさを改善することが，小生
の最初の仕事と考えています．
　私もまだ修行中の身ですが，最後に若い研究者の方
へ，私が諸先輩方に言われてきた心構えを述べて終わ
りといたします．「日常生活や診療中も常に自分が研
究者であることを自覚し，研究のテーマとなりうるも
のがないか探すようにすること」，「学会などで発表し
た内容は必ず論文とすること」，「1年に 2本ずつ論文
を書くこと」，「常に 2つ以上の研究を行っていること」
です．
　医局員とともに懸命に励んでまいります．どうぞ宜
しくお願いします．
